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研究成果の概要（和文）：京都市動物園では、「知性の展示」として、4種の霊長類（ニシゴリラ、チンパンジ
ー、シロテテナガザル、マンドリル）を対象とした認知課題の学習の様子を公開している。課題はアラビア数系
列の学習である。2011年12月生まれのニシゴリラ乳児は2017年3月までに1から13までの系列を習得した。この個
体を対象として、系列の最初の数字である1に触れた時点で他の数字がすべて市松模様でマスクされる作業記憶
課題を開始した。ゴリラ乳児は1から5までの数系列については、作業記憶課題でも80％以上の正答率を示した。
作業記憶課題の習得過程においては、学習の効果が見られた。今後も系列学習課題を継続し、成績の推移を追跡
する。

研究成果の概要（英文）：Cognitive tasks have been given to zoo primates in Kyoto City Zoo. This is 
not only for comparative cognitive studies, but cognitive enrichment for participants. Tasks were 
serial learning and working memory task with Arabic numerals. Three gorillas and other zoo primates 
participated in this study. Among participants, a three-year-old male gorilla infant learned more 
rapidly than others and acquired a sequence from 1 to 12 in one year. It started to learn a "masking
 memory task". When the subject touched 1, the remaining numerals were masked with checkered 
squares. The gorilla infant was able to choose the correct sequence from 1 to 5. Its performance in 
not above chance level, but he can choose correct sequence in 80% of trials. He stepped up to 1 to 6
 sequence. In every step, he start from low-level performance and then acquired higher level by 
learning. These results suggest the gorilla infant did not see the whole sequence from the 
beginning, but learned to see them. 
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 

私たちヒトに備わっている知性を獲得す
る過程を、現生の近縁種との比較から明らか
にしようとする比較認知科学研究は、チンパ
ンジーを中心として展開されてきた。日本は
この研究分野においてトップレベルの研究
成果をあげ続けている国のひとつであり、京
都大学霊長類研究所の松沢哲郎教授らのグ
ループによって、最先端でしかも多様な研究
が現在もおこなわれている (Matsuzawa, 

Tomonaga, Tanaka (eds.) 2006; 松沢 (編 ) 
2010 他)。霊長類研究所では最近「アウトグ
ループ」としてチンパンジーの近縁種である
ボノボに注目し、ヒトも含めた３種の比較研
究が始まろうとしている。 

ゴリラは、ヒト科の大型類人猿の仲間であり、
ゲノムによる系統解析からは、チンパンジー
とボノボに次いでヒトに近い種だというこ
とがわかっている。最近ではヒガシゴリラと
ニシゴリラの２種に分類される。大人のオス
では２００kg にも達する大きな体や、ドラミ
ングなどの特徴的な行動から、チンパンジー
以上に広く知られている類人猿だが、ドイツ
のマックスプランク進化人類学研究所にお
けるチンパンジーやオランウータンとの比
較実験を除くと、研究はあまり盛んには行わ
れていない。 

 

ゴリラは、保全生態学におけるシンボル的
な存在として、野生のフィールドでの研究が
盛んである。京都大学の山極寿一教授を中心
としたグループにより、野生下での社会や生
態についてのフィールド研究が進められて
いる。ゴリラは、動物園におけるシンボル動
物としても人気であり、種の保全目的や、動
物福祉科学的目的から、主に動物園において
調査が進められている。チンパンジーの研究
は大学や研究機関が自ら個体を保有し、研究
を進めているのに対して、ゴリラはほぼすべ
てが動物園の個体が研究対象となる。 

現代の動物園には、研究・教育機能の強化
が求められ、動物園の４つの主要な役割に挙
げられている（他の２つは種の保存と娯楽）。
しかし、まだ動物園における研究は獣医学的
なものか、飼育環境の影響を調べるための基
礎的な行動調査が主体である。近年、高い知
性をもつ動物種に対しては、その知性を発揮

する機会を与えることが環境の豊饒化（エン
リッチメント）につながることが提唱されて
いる。この目的から大型類人猿を対象として、
認知課題を与える試みがいくつかの動物園
で行われている。日本でも京都大学霊長類研
究所での研究成果の一部を京都市動物園と
名古屋市東山動物園で見られるようにして
いる。ゴリラについては、米国シカゴのリン
カーンパーク動物園の非公開エリアにおい
て、タッチモニターを使った認知課題を与え
ているのが唯一の施設である。国内では、ゴ
リラを対象とした実験的研究が可能な施設
はまったくなく、本研究計画が進めば唯一の
拠点となる。 

申請者は、2008 年 4 月から 2013 年 3 月ま
では京都大学野生動物研究センターの教員
として、2013 年 4 月からは京都市動物園職
員として連携協定を結んでいる京都市動物
園において、チンパンジー、テナガザル、マ
ンドリルを対象として、タッチモニターへの
反応を訓練し、彼らの認知能力に関する研究
を行ってきた。これらの研究はすべて来園者
に公開で行われ、研究解説や教育イベントな
どにも協力してきた。平成２５年４月からは、
同動物園 生き物・学び・研究センターのセ
ンター長を兼務し、動物園における研究・教
育を統括する立場となっている。折しも、京
都市動物園では施設のリニューアルが進み、
２５年度中にゴリラ舎が新設され、現代動物
園の設備として、施設内にタッチモニターが
設置できる多目的室が設計された。 

 

 

２．研究の目的 

本研究期間で目指すのは、国内唯一のゴ

リラの認知能力研究の拠点を作ることで

ある。対象とするゴリラは、日本国内で調

査可能なゴリラとしては最適な個体が揃

っている。両親とも動物園生まれであり、

子どもは開始時に２歳３か月の好奇心盛

りの年齢である。しかも、生後の１１か月

間、人工保育されているため人工物環境に

慣れている。初年度にはタッチモニターを

使った認知課題の訓練を完了し、これまで

チンパンジー、テナガザル、マンドリルで

取ってきたアラビア数系列課題を習得さ

せる。２年目以降はさらに訓練を続けて課



題に習熟させるとともに、様々な課題状況

に慣れさせることを目標とする。さらに、

施設内に設置した監視カメラや、温湿度な

どの環境データ、さらに健康チェックなど

で取得する体温や心拍といった生理デー

タも統合したデータベースを構築するこ

とを期間内の目標とした。 

 

３．研究の方法 

京都市動物園には平成２６年４月に新し
い「ゴリラ舎」が建設され、同年５月にはゴ
リラ３個体が引っ越した。ゴリラ舎には認知
課題の他、体温や心拍測定等の生理データを
取るための多目的室が設置された。この多目
的室に、同園「チンパンジー学習室」で設置
しているのと同様のタッチモニターを用い
た認知検査システムを導入した。室内にはネ
ットワーク式の監視カメラを設置し、課題の
様子はビデオサーバに保存した。認知検査シ
ステム以外は、ゴリラ舎建設時に組み込まれ
た設備であり、研究のために利用可能である。
これらのシステムをもって、すでにチンパン
ジーで使用していたアラビア数系列の課題
をゴリラ用に改変して訓練した。２７年度以
降は同じ装置を使って作業記憶課題など多
様な課題の訓練も開始した。また、体温や心
拍計測データを計測して、健康管理の外、ス
トレス評価にも利用した。 

 
４．研究成果 
京都市動物園では、霊長類の知性を、実感

をともなって知ってもらうための「知性の展
示」として、4種の霊長類（ニシゴリラ Gorilla 
gorilla、チンパンジーPan troglodytes、シ
ロテテナガザル Hylobates lar、マンドリル
Mandrillus sphinx）を対象とした認知課題
の学習の様子を公開している。課題はアラビ
ア数系列の学習であり、タッチモニター画面
に提示される数字を昇順に選択して触れて
いくことが課題である。この取り組みは、飼
育下霊長類に対する認知エンリッチメント
としても実施しており、課題には食物報酬が
ともなうものの、参加自体は強制的なもので
はなく、各個体の自発的な意志によるものと
して実施してきた。その中でも 2014 年 5 月
から開始したニシゴリラを対象とした学習
では、2011 年 12 月生まれのニシゴリラ乳児
（愛称：ゲンタロウ，男）が最も積極的に参
加し、2016 年 4 月時点で 1 から 12 までの系
列を習得し、13を加えた系列を学習中である。
このゲンタロウを対象として、この個体が 1
から 9までの系列を習得した時点から、系列
の最初の数字である 1に触れた時点で他の数
字がすべて市松模様でマスクされる作業記
憶課題（cf. Inoue, Matsuzawa, 2007）を開
始した。課題は系列学習と同様に、1-2 の 2
つの数系列から開始し、習得する毎に後続す
る数を加えていった。2016 年 4月時点で、ゲ
ンタロウは 1から 5までの数系列については、

作業記憶課題でも 80％以上の正答率を示し
ており、現在は 6を加えた系列の学習中であ
る。作業記憶課題の習得過程においては、最
初から高い正答率を示すことはなく、3 以上
の過程においては徐々に正答率が上がって
いく学習の効果が認められた。1 から 6 まで
の課題においては、正答率が 50％程度からの
成績の上がり方がそれまでの課題と比べて
時間を要している。今後も系列学習課題とと
もに学習を継続し、成績の推移を追跡する。 
 京都市動物園では大人の雄個体（16 歳）と
雌個体（30 歳）も飼育しており、両個体とも
系列学習を開始している。習得レベルはまだ
低いが、訓練を継続していく。 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
各参加個体の系列学習の習得過程を示した。 

ゴリラ幼児の作業記憶課題の成績 
 
 
 



動物園における研究と教育の役割 
 かつて動物園といえば、子どものための

アミューズメントパークであった。しかし多
様なレジャー施設が作られた 20 世紀後半か
ら、動物園はその存在意義が変わってきた。
今や、動物園に求められる役割は、以下の４
つのキーワードで語られる（Hosey et al., 
2009; 村田ほか, 2014） 
① 種の保存 conservation: 絶滅危惧種の生

息域外（飼育下）で繁殖させ、保全する。 
② 教育・環境教育 education: 実感に基づく

知識を伝え、自然環境の現状を知らせる。 
③ 調査・研究 research: 飼育動物について

の研究を通して適切な管理につなげる。 
④ レクリエーション: recreation: 命の大切

さ、生きることの美しさを感じられる場所 

 

このことは、公益社団法人日本動物園水族
館 協 会 （ JAZA ） の ホ ー ム ペ ー ジ
（www.jaza.jp/）で掲げられているとおり、
国内の JAZA加盟園館でならどこでも謳って
いることだ。ただし、その実情はその志の高
さに追いついているとは言いがたいのが現
状だろう。拙著「生まれ変わる動物園」（田
中, 2013）を著したときにも書いたことだが、
2011 年に原稿を書いていた当時から 4 年経
過したが、残念ながら飛躍的に変化したとは
言い難い。しかし、全体ではなく個々の園館
では最近の動物園のリニューアルの流れに
も乗って、アミューズメントパークとしての
動物園からの脱却を図ろうとしているので
はないだろうか。本稿では、とくに著者の属
する京都市動物園を例に挙げて、生まれ変わ
りつつある動物園について紹介したい。 

大学との連携：京都市動物園の事例 

 2008 年、京都市と京都大学は、野生動
物保全に関する教育及び研究に関する連携
協定を結んだ。京都市動物園と京都大学野生
動 物 研 究 セ ン タ ー （ Wildlife Research 

Center; WRC）がその中心的役割を担うこと
となった。WRC は設立時に掲げた 3 番目の
使命として、「地域動物園や水族館等との協
力により、実感を基盤とした環境教育を通じ
て、人間を含めた自然のあり方についての深
い理解を次世代に伝える」としており、その
実践の舞台が京都市動物園となった。著者は
当時 WRC の教員として京都市動物園に常駐
し、その任にあたることとなった（田中 

2013）。 

知性の展示 「実感」を伴った理解を伝える
手法として、著者が動物園と協力して始めた
ことのひとつが、チンパンジーとサルの「お
勉強」だった。京都大学霊長類研究所
（Primate Research Institute; PRI）におい
て、Ai プロジェクトとして 30 年以上にわた
って行われていた、タッチモニターを使った
比較認知科学研究（Matsuzawa, 2003）を、
動物園の霊長類を対象にして行った。これを
「知性の展示」として、来園者に公開で訓練
を開始した。もっとも研究機関である PRI

と同じことを動物園ではできない。最先端の
研究をやって見せたところで基本となる知
識がバラバラな来園者のほとんどは、理解が
できないだろう。動物園は小さな子どもから、
その両親や祖父母の世代までが訪れる場所
だ。そのような人たちに何かを伝えるには、
「わかりやすさ」が重要となる。その点で、
すでに何度もテレビ番組やニュースで放映
されていた、チンパンジーのアイやその息子
アユムたちの、アラビア数字を順に触ってい
く「数字の順序を覚える課題」は比較的よく
知られていて有効だった。また、そのことを
知らない人でも、チンパンジーやサルが数字
を触っているところを見れば、自分が数える
通りに触っていくことにすぐに気が付き、課
題を理解してくれた。2008 年にシロテテナ
ガザルとマンドリルで始めたこの課題は、
2009 年にチンパンジーでも始め、2014 年か
らはニシゴリラでも開始した。彼らの知性を
「実感をもって伝える」ための展示としては、
まずまず成功しているようだ（阪口ほか , 

2013; この他新聞・テレビ報道多数）。 

 4 種の霊長類を対象としたアラビア数系列
の学習は、比較認知科学研究の側面ももつ。
チンパンジーを除けば、この種の認知課題で
の研究例の少ない種であり、その能力を調べ
る意義がある。全体としての結果は未公表で
あるが、部分的にはいくつかの機会で発表し
てきた（田中 2013, 2014, 2015）。共通して、
どの種でも 1 個体以上が常に参加しており、
学習が継続している。その成績は、種による
違いよりもむしろ、個体としての差が大きく、
その要因としては年齢の効果が大きいと考
えられる。現時点で、チンパンジーのタカシ
（27 歳）とニシゴリラのゲンタロウ（4 歳）
が 1から 12までの数系列を習得しているが、
その獲得速度は、学習開始から 4 年以上かか
ったタカシと比べて、子どものゲンタロウが
約 1 年半で学習してしまった。また、マンド
リルにおいても生後 1年以内に学習を開始し
た 2 個体では、1 から 8 までの数系列を 2 年
以内には習得しており、習得に要した試行数
はチンパンジーよりも少なかった（Tanaka, 

2014）。一方、学習開始時に 25 歳を過ぎてい
たシロテテナガザルのシロマティーは、現在
も課題を続けており、もっとも長く参加して
いる個体である。その学習速度は速くはない
が、全体の中では中間的なもので、年齢の高
さによる負の効果は大きくなさそうだ。 

 もうひとつ見られているのが、個体から個
体への観察学習を通したタッチパネルへの
反応の伝播だ。これは毎年のように子どもが
生まれていたマンドリルで顕著であったが、
母親のそばで年長個体がタッチパネルに向
かって学習している様子を見て育った子ど
もは、生後半年から 1 年の間には自らタッチ
パネルへの反応を開始した。とくにシェーピ
ングの必要はなく、画面の数字への反応を学
習していた。ただし、課題の習得は個別に訓
練が必要だった。同様のことは、チンパンジ



ーの子どもでも見られた。ニイニと名付けら
れた赤ん坊は、生後 10 か月で自らタッチモ
ニターへの反応を開始した。ニシゴリラでは、
子どものゲンタロウが先行し、その後に両親
が子どもを観察後にタッチモニターへの反
応を開始するという過程をたどった。これら
の結果は、すでにチンパンジーの子どもの学
習過程では報告されているが、群れで生活す
る霊長類では同様の過程が見られることが
わかった。 

動物福祉の実践 霊長類の特徴として、その
高い知性は伝えるべき重要な要素だが、それ
が使役によって引き出されている印象を与
えてしまうと、「サルのお勉強ショー」と混
同されてしまう。動物園での展示においては、
その動物の生態や行動の特性を理解して、動
物福祉に基づいた配慮がされる必要があり、
そのことも来園者に伝えなければならない。
「知性の展示」で気を付けていることは、参
加個体の自発的意思による参加という点だ。
研究者はその場にいるものの、命令を出すわ
けではない。課題には食物報酬が伴うが、食
物への動機づけを高めるために食餌や給水
の制限は一切しない。そして、「お勉強」時
間が採食時間の延長と認知的刺激をもたら
し、環境エンリッチメントの効果をもつこと。
この３つの点を、動物園で認知研究をおこな
う上で自らに課した。このことは、毎月一回、
テナガザルとマンドリルの勉強の場で来園
者向けにガイドを行っているが、毎回伝えて
いる。 
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